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令
和
４
年
度
決
算

・
一
般
会
計
の
他
７
特
別
会
計

（
決
算
審
査
を
通
し
可
決
）

条
例
の
改
正

・
ふ
る
さ
と
味
来
館
・
村
営
バ
ス
設
置
及
び
管
理
の
変
更

（
ふ
る
さ
と
味
来
館
の
指
定
管
理
制
度
へ
の
移
行
も
可
能
と
す
る
）

（
新
県
立
病
院
へ
の
ル
ー
ト
変
更
及
び
運
行
距
離
）

問　

料
金
、
時
刻
表
、
新
た
な
停
留
所
の
設
置
は
。

答　

料
金
は
変
わ
ら
ず
、
ル
ー
ト
変
更
に
伴
い
３
分
か
ら
５
分
長
く

時
間
を
要
す
る
。
新
設
は
無
い
。

計
画
の
変
更

・
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
・
辺
地
に
係
る
総
合
計
画
の
変
更

（
新
た
な
事
業
・
整
備
の
追
加
の
た
め
）

公
の
施
設
の
区
域
外
設
置

・
村
営
バ
ス
の
停
留
所
を
新
庄
市
の
区
域
内
に
設
置

（
新
県
立
新
庄
病
院
の
移
転
に
伴
う
も
の
）

人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

★
八
鍬
賢
一
（
烏
川
）　　
再
任

内
訳
は

　

全
体
で
5
5
0
万
円
、
う
ち
事
業
者
用
可

燃
物
74
万
円
、
事
業
者
用
不
燃
物
３
．８

万
円
。

・
行
政
用
の
ご
み
処
理
は

　

業
者
と
契
約
し
市
販
の
ご
み
袋
は
使
用
せ

ず
処
理
し
て
い
る
。

・
小
型
除
雪
機
補
助
の
利
用
者
の
集
落
の
内
訳

　

合
海
３
件
、
通
り
・
上
竹
野
２
件
ず
つ
、

清
水
・
季
の
里
・
白
須
賀
・
大
坪
１
件

ず
つ
。

・
肘
折
温
泉
の
誘
客
と
ラ
ジ
オ
の
効
果
は

　

９
～
３
月
に
Y
B
C
ラ
ジ
オ
で
2
4
6
0

本
流
し
た
。
他
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
肘

折
を
紹
介
し
た
。
宿
泊
客
は
、
令
和
１
年

は
５
．９
万
人
、
令
和
２
、
３
年
は
４
万

人
切
っ
た
が
令
和
４
年
は
５
万
人
以
上
で

効
果
は
あ
っ
た
。

・
合
海
地
区
村
営
住
宅
の
風
呂
改
修
は

　

昨
年
3
棟
、今
年
3
棟
、来
年
4
棟
で
完
成
。

・
子
育
て
支
援
住
宅
の
遊
具
の
保
険
加
入
は

　

村
で
は
保
守
点
検
は
す
る
が
、
保
険
は
加

入
し
て
い
な
い
。
メ
ー
カ
ー
側
が
保
証
し

て
い
る
。

・
白
須
賀
の
流
雪
溝
委
託
は
現
状
の
ま
ま
か

　

県
管
理
で
要
望
中
。
地
元
の
同
意
を
得
て
、

詳
細
設
計
す
る
。
着
工
は
早
く
て
も
再

来
年
。

・
清
水
合
海
線
消
雪
の
井
戸
の
調
整
等
の
今

後
は

　

合
海
セ
ン
タ
ー
付
近
目
詰
ま
り
、
１
号
線

浚
渫
し
水
量
を
確
保
し
た
い
。
不
足
し
た

場
合
は
来
年
度
以
降
。

・
学
校
教
育
指
導
主
幹
報
酬
に
つ
い
て

　

職
員
と
し
て
の
扱
い
で
あ
り
、
役
場
管
理

職
と
同
等
。

特
別
会
計

・
高
齢
者
保
険
の
基
準

　

県
内
統
一
、
２
年
ご
と
に
見
直
し
、
医
療

負
担
は
前
年
度
の
所
得
に
応
じ
て
変
わ
る
。

保
険
は
2
年
ご
と
、
負
担
額
は
1
年
ご
と
。

令
和
５
年
度
補
正
予
算

・
令
和
５
年
度
補
正
予
算
３
議
案
を
審
議
・
可
決

（
庁
舎
関
連
委
託
料
・
林
道
管
理
・
鳥
獣
被
害
・
浄
化
槽
ポ
ン
プ
修

繕
等
）

問　

庁
舎
建
設
の
説
明
は
。

答　

土
地
購
入
後
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
検
討
中
。

問　

庁
舎
建
設
予
定
地
の
購
入
に
関
し
て
の
委
託
料
1
２
０
0
万
・

補
償
費
１
７
７
０
万
が
明
示
さ
れ
て
な
い
の
に
こ
の
金
額
の
根
拠

は
何
か
。

答　

測
量
、
建
物
・
立
ち
木
・
墓
地
等
で
専
門
家
が
算
出
し
た
金
額
。

議
員
発
議

・
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

（
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
諸
事
項
を
調
査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
）

７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会
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一
般
会
計

歳
入

・
不
納
欠
損
額
の
状
況
と
人
数

　

２
人
、
生
活
保
護
者
と
滞
納
の
相
続
放
棄
。

・
延
長
保
育
保
護
者
負
担
金
と
は

　

延
長
保
育
や
学
童
の
時
間
超
過
で
、
定
時

を
過
ぎ
た
際
の
負
担
金
。

・
が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
乳
房
補
正
具

購
入
費
補
助
金
の
内
訳

　

県
よ
り
１
/
２
補
助
、
ウ
ィ
ッ
グ
３
人
、

乳
房
１
人
。

・
新
聞
利
用
の
学
習
内
容

　

5
年
生
以
上
10
か
月
間
ク
ラ
ス
に
新
聞
を

配
布
、
様
々
な
活
動
の
参
考
と
し
て
い
る
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
内
訳

　

6
9
7
3
件
の
寄
附
の
他
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
が
1
件
あ
っ
た
。
返
礼
品
は
最

上
鴨
、
米
、
宿
泊
券
、
酒
等
。

歳
出

・
配
布
物
が
減
る
地
区
代
表
の
手
当

　

配
布
だ
け
が
仕
事
で
は
な
い
の
で
変
わ
ら

な
い

・
コ
ン
ビ
ニ
で
の
書
類
交
付
シ
ス
テ
ム

　

4
月
６
日
よ
り
稼
働
し
55
件
の
利
用
、
全

体
の
8
％
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
可
能
。

・
家
庭
用
、
事
業
者
用
の
ご
み
袋
の
使
用
の

決
算
審
査
委
員
会

7
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
議
会 	

 

　

７
月
26
日
に
臨
時
議
会
を
開
き
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算

（
３
会
計
）
の
審
議
と
議
員
発
議
を
行
っ
た
。

９
月
定
例
会 	

　

令
和
４
年
度
決
算
審
査
を
中
心
と
す
る
９
月
定
例
会
が
、

９
月
５
日
か
ら
８
日
の
４
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
令
和
４

年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
８
会
計
）
の
決
算
審
査
の

他
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
（
７
会
計
）、
条
例
の
改
正
等

を
審
議
・
可
決
・
議
案
審
議
に
先
立
ち
５
名
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

9月
定例会

7月
臨時議会可決認定可決認定令和４年度決算 を令和４年度決算 を

9
7㈭

決
算
審
査
委
員
会



ン
ト
を
開
催
し
、
棚
田
や
農
業

機
械
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
住
民

自
ら
地
域
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
る
事
が
大
事
で
あ
る
。
山
間

地
域
の
人
口
減
少
問
題
は
村
の

重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

問
２　

環
境
や
立
地
条
件
の
違

い
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
補

助
事
業
や
道
路
管
理
な
ど
行
政

側
の
考
え
に
平
場
と
山
間
部
の

扱
い
に
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に

思
え
る
が
？

答
２　

隔
た
り
が
あ
る
と
言
う

意
識
は
な
く
、
扱
い
も
差
別
は

な
い
。
む
し
ろ
、
平
場
よ
り
多

く
予
算
を
使
っ
て
い
る
。
事
業

に
関
し
て
は
必
要
性
な
ど
を
考

え
て
順
次
実
行
す
る
。

問
３　

自
然
消
滅
と
言
う
事
が

あ
る
。
あ
る
意
味
に
お
い
て
一

番
楽
な
事
か
も
知
れ
な
い
。
理

由
は

①
何
も
し
な
い
で
そ
の
時
が
来

る
の
を
待
て
ば
い
い
。

②
全
く
経
費
が
か
か
ら
な
い
。

③
誰
も
責
任
を
負
う
事
は
な
い
。

以
上
を
村
長
は
ど
の
様
に
考
え

る
か
？

答
３　

人
の
考
え
に
は
違
い
が

あ
り
、
人
的
災
害
や
、
自
然
消

滅
等
は
考
え
て
い
な
い
。
特
に

農
地
に
関
し
て
は
、
地
域
が
所

持
し
て
い
る
農
地
全
部
を
管
理

す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
便
利
な
農
地
を
集
約
し
法

人
化
な
ど
を
組
織
し
、
不
便
な

農
地
は
自
然
に
返
す
事
も
考
え

ら
れ
る
。

一 般 　 質 問一 般 　 質 問
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5議員が一般質問

佐藤　雅之 議員

〇温泉地での｢避難｣の課題は
〇「マイナ保険証撤回」の真意は

伊藤　貴之 議員

〇若者定住のための住宅関連の拡充は図れるか

佐藤　　勝 議員

〇集落や農地の消滅危機をどう考える

早坂　民奈 議員

〇人口減少に伴う若年層の定住確保は

斉藤　光雄 議員

〇庁舎建設は誰のためか

6P

8P5P

7P

9P

９月
定例議会

一般質問村政村政をを問う問う
ここが知りたい

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政
をただしていくもので、大蔵村では１議員の持
ち時間が45分です。

佐
藤
　
　
勝 

議
員

問
１　

数
年
前
ま
で
は
、
農
業

や
集
落
の
後
継
者
や
嫁
不
足
、

高
齢
化
が
話
題
の
中
心
と
な
っ

て
い
た
が
、
今
は
そ
の
話
題
す

ら
な
く
な
っ
た
。

　

特
に
中
山
間
地
に
お
い
て
は
、

作
付
け
可
能
な
面
積
は
あ
っ
て

も
耕
作
者
が
な
く
、
放
棄
地
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
村
で
積
極
的

に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
基
盤

整
備
に
よ
り
、
国
か
ら
の
作
付

配
分
は
ク
リ
ア
出
来
、
何
の
問

題
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
り
、

収
量
が
少
な
く
、
作
業
が
不
便

な
山
間
地
区
の
農
地
は
必
要
な

く
な
る
。
農
地
が
不
要
と
な
れ

ば
、
当
然
そ
こ
に
住
む
必
要
も

な
く
、
移
転
も
多
く
な
り
人
口

の
流
出
も
増
大
し
、
集
落
の
維

持
は
更
に
難
し
く
な
り
、
数
年

後
に
は
消
滅
す
る
集
落
が
出
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

こ
の
事
は
あ
る
意
味
に
お
い

て
人
的
災
害
時
と
も
言
え
る
。

自
然
災
害
を
防
ぐ
事
は
難
し
い

が
、
人
的
災
害
は
施
策
や
努
力

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
防
げ
る

の
で
は
？　
　

答
１　

何
の
施
策
も
な
く
放
置

し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
あ
ら

ゆ
る
制
度
を
活
用
し
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
様
々
な
イ
ベ

集
落
や
農
地
の
消
滅
危
機
を
ど
う
す
る

村
長  

地
域
住
民
の
意
識
も
大
事

一
般
質
問

　今回、９月定例会の紹介は見出しだけで
なく一般質問の内容も「くらっち」
に掲載出来ました。

今後も、定例議会前に載せます、ご覧になり議場へお越し下さいね。
QRコードで役場庁舎建設予定地も見る事ができるよ。  （おおくらくんより）

一
般
質
問
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早
坂
　
民
奈 

議
員

ず
し
も
全
員
が
避
難
所
に
避
難

す
る
必
要
は
な
い
。
旅
館
等
の

強
固
な
2
階
や
3
階
へ
の
避
難

も
有
効
。
そ
れ
に
つ
い
て
関
係

者
の
事
前
の
共
通
理
解
が
必
要

な
の
で
検
討
の
場
を
設
け
た
い
。

③
「
垂
直
避
難
」
に
か
か
わ
っ

て
旅
館
等
へ
の
一
時
避
難
に
関

す
る
事
前
協
定
は
有
効
な
手
段

と
し
て
地
元
と
話
を
進
め
た
経

緯
が
あ
る
。
た
だ
、
行
政
か
ら

の
「
押
し
つ
け
」
と
な
ら
な
い

よ
う
に
「
ま
る
ご
と
里
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
作
成
の
際
な

ど
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

問　

全
国
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
紐
づ
け
誤
り
に
よ
る

個
人
情
報
漏
洩
の
不
安
や
来
年

秋
ま
で
に
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
紐
づ
け
る
国
の
動
き
を
巡
り
、

国
民
の
不
安
と
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
8
月
に
新
聞
社
が
全

国
市
長
村
長
に
行
っ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
県
内
で
は
唯
一
、
大
蔵

村
が
「
健
康
保
険
証
の
廃
止
」

に
対
し
て
「
撤
回
」
を
求
め
て

い
る
。
本
来
取
得
が
任
意
で
あ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健

康
保
険
証
を
紐
づ
け
、
紙
の
保

険
証
を
廃
止
す
る
国
の
や
り
方

に
は
、
私
も
反
対
で
あ
る
が
、

村
長
の
「
紙
の
健
康
保
険
証
の

廃
止
を
撤
回
」
せ
よ
と
の
真
意

を
問
う
。

答　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

は
必
要
だ
が
、
全
国
で
紐
づ
け

誤
り
等
が
判
明
。
国
民
が
不
安

視
す
る
事
例
が
発
生
し
た
。
ま

た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
健
康

保
険
証
を
基
本
廃
止
す
る
と

い
う
方
針
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
な
い
、

で
き
な
い
方
に
医
療
を
受
け

る
に
あ
た
り
か
な
り
の
負
担

を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

た
め
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ

て
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

や
点
検
検
討
を
徹
底
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
「
撤
回
」
を
表

明
し
た
。
そ
の
後
、
国
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
及
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
公
表
し
、

紐
づ
け
の
総
点
検
や
資
格
確

認
書
の
交
付
、
期
限
の
延
長
な

ど
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
ら
は

自
治
体
ト
ッ
プ
の
意
見
が
影

響
し
た
も
の
と
考
え
る
。
国
民

の
理
解
を
得
る
継
続
的
な
努

力
を
国
に
要
請
し
な
が
ら
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

温
泉
地
で
の「
避
難
」の
課
題
は

村
長  

関
係
者
と
の
事
前
の
共
通
理

解
の
場
を
設
け
る

「
マ
イ
ナ
保
険
証
撤
回
」の
真
意
は

村
長  

国
民
の
理
解
を
得
る
継
続
的

な
努
力
を
国
に
要
請

佐
藤
　
雅
之 

議
員

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

5
類
と
な
り
、
一
応
の
収
束
の

中
で
人
の
移
動
が
増
加
し
、
温

泉
地
も
来
訪
者
や
客
が
戻
り
つ

つ
あ
る
。
他
方
、
猛
暑
、
台
風
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、豪
雪
と
毎
年「
災

害
」
が
激
甚
化
し
て
い
る
。
令

和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
は
記
憶

に
新
し
い
。
そ
の
際
も
一
部
顕

在
化
し
た
が
、
避
難
等
に
は
観

光
地
な
ら
で
は
の
課
題
が
あ

る
。
地
元
住
民
に
加
え
、「
属

性
」
の
違
う
人
々
が
混
在
し
て

い
る
。
①
多
言
語
化
さ
れ
た
案

内
板
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
②
避
難
所
の
収
容
能
力
と
の

関
係
で
地
元
住
民
と
来
訪
者
の

避
難
所
の
調
整
を
ど
う
図
る
の

か
③
「
垂
直
避
難
」
が
有
効
な

際
に
協
力
を
得
る
旅
館
組
合
等

と
の
「
事
前
協
定
」
等
の
整
備

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

①
案
内
板
に
つ
い
て
は
、

肘
折
地
区
で
進
め
て
い
る
「
ま

る
ご
と
里
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
事
業
で
検
討
し
て
い
る
の

で
そ
の
結
果
を
待
ち
た
い
が
、

地
元
参
加
者
が
少
な
い
。
温
泉

地
と
し
て
の
危
機
意
識
の
高
揚

も
課
題
だ
。
②
避
難
所
の
収
容

能
力
と
の
関
係
で
は
、
旅
館
等

に
宿
泊
し
て
い
る
観
光
客
の
対

応
に
つ
い
て
は
各
旅
館
が
行
う

こ
と
が
基
本
。
災
害
に
よ
り
必

まるごと里ごとハザードマップ」作成のためのワークショップ
（令和5年7月 肘折センターにて）

こ
の
傾
向
は
今
年
度
も
１
桁
台

の
見
込
み
で
危
機
感
を
抱
い
て

い
る
。
村
で
は
子
育
て
住
宅
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
、

保
育
の
完
全
無
償
化
、
予
防
接

種
の
補
助
金
交
付
等
の
子
育
て

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
他
自

治
体
間
の
競
争
と
な
り
、
定
住

の
決
め
手
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

若
い
世
代
と
の
意
見
交
換
は
若

者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
組
織
し
活

動
し
て
い
た
が
、
今
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
活
動
と
変
化
し
て
い

る
。
バ
ス
の
学
割
と
し
て
は
無

い
が
、
通
常
料
金
よ
り
７
割
か

ら
６
割
引
き
で
購
入
で
き
る
価

格
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

婚
活
も
郡
内
の
町
村
や
県
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
い
る
。
人
口
減
少
の
歯
止
め

は
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
様
々

な
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
地
道

な
施
策
の
展
開
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
教
育
に
も
力
を
い
れ
、

地
域
学
習
に
取
り
組
み
、
住
民

の
郷
土
愛
と
生
活
の
満
足
度
を

充
実
さ
せ
て
い
く
事
も
必
要
と

考
え
る
。

問
２　

バ
ス
料
金
が
安
い
の
は

理
解
し
て
い
る
が
ま
と
め
て
購

入
す
る
と
高
額
と
な
り
学
割
対

象
者
は
13
名
か
ら
14
名
で
、
少

し
で
も
補
助
で
き
れ
ば
良
い
が

ど
う
か
。

答
２　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
が
、
担
当
課
と
精
査
す
る
。

問
３　

若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

グ
ル
ー
プ
活
動
に
な
っ
た
経
緯

は
。

答
３　

コ
ロ
ナ
の
た
め
各
グ
ル

ー
プ
事
と
な
っ
た
の
が
大
き
い
。

今
後
は
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
と

考
え
て
い
る
。

問
４　

婚
活
の
詳
細
は
。

答
４　

婚
活
サ
ポ
ー
ト
に
は
申

し
込
み
は
無
い
が
、
3
名
の
人

が
別
に
申
し
込
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
5
年
で
1
件
も
結

婚
へ
継
な
が
ら
な
か
っ
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
あ
り
、
踏
み
込

め
な
い
。

問
１　

人
口
減
少
に
拍
車
が
か

か
り
と
う
と
う
2
9
00

人
を

切
っ
て
し
ま
っ
た
。
毎
年
約

100


人
位
減
少
し
、
10
年
後

に
は
2000



人
を
切
る
の
で

は
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

自
然
減
少
は
致
し
方
な
い
が
、

村
か
ら
出
て
い
く
社
会
減
少
を

防
ぐ
手
立
て
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
加
速
し
、
特
に
若
年
層

の
減
少
は
ど
う
か
。
子
育
て
住

宅
、
高
校
生
ま
で
医
療
費
無
料

な
ど
村
独
自
で
頑
張
っ
て
は
い

る
が
、
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
少

し
で
も
遅
ら
せ
る
た
め
に
も
、

子
育
て
世
代
や
、
若
年
層
と
の

対
話
を
積
極
的
に
設
け
、
意
見

を
聴
く
の
も
良
い
の
で
は
。
親

世
代
が
見
落
と
し
て
い
る
の
も

あ
る
は
ず
。
意
見
と
し
て
、
バ

ス
に
学
割
が
無
い
、
村
に
遊
び

場
が
な
い
な
ど
、
叉
、
婚
姻
数

も
少
な
く
出
生
数
も
少
な
い
と

諦
め
て
良
い
の
か
、
小
さ
い
事

だ
が
生
活
に
密
着
し
た
意
見
を

重
視
し
、
住
み
良
い
村
に
す
る

た
め
の
考
え
は
。　
　

答
１　

令
和
４
年
４
月
に

3
0
0
0
人
を
割
り
、
５
年
５

月
に
2
9
0
0
人
を
切
る
状
況

で
、
出
生
数
も
３
年
か
ら
２
年

続
け
て
１
桁
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
伴
う
若
年
層
の
定
住
確
保
は

村
長  

地
道
な
施
策
の
展
開
が
重
要

一
般
質
問

一
般
質
問
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伊
藤
　
貴
之 

議
員

問
１　

私
に
は
大
蔵
村
っ
て
い

い
ね
と
言
っ
て
、
定
住
し
、
働

き
、
地
元
の
食
べ
物
を
食
べ
て
、

仲
間
と
共
に
楽
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
幸
せ
と
い
う
価
値
観
を
若

い
世
代
が
持
っ
て
く
れ
る
と
い

う
夢
が
あ
る
。

　

現
在
、
ど
ん
ぐ
り
団
地
3
棟
、

分
譲
地
7
軒
分
が
若
い
人
向
け

の
住
宅
関
連
の
施
設
と
し
て
合

海
地
区
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
人

気
物
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ

る
村
民
が
結
婚
し
て
も
住
む
と

こ
ろ
が
な
く
て
他
市
町
村
に
移

っ
て
い
く
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
。
大
蔵
村
に
住
み
た
く
て

も
住
め
な
い
と
い
う
状
況
が
あ

る
。
ま
た
ど
ん
ぐ
り
団
地
か
ら

退
去
す
る
と
き
に
、
他
市
町
村

に
家
を
建
て
て
転
居
す
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
人
口
流
出
に
歯
止
め
を

か
け
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め

に
は
結
婚
し
た
ら
す
ぐ
に
住
め

る
よ
う
な
住
宅
を
増
や
し
、
退

去
時
に
は
村
に
住
め
る
よ
う
な

住
宅
分
譲
地
が
あ
っ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
？　
　

若
者
定
住
の
た
め
の
住
宅
関
連
の

拡
充
は
図
れ
る
か

村
長  

村
単
独
で
住
宅
関
連
政
策
を

進
め
る

答
１　

私
も
同
じ
思
い
。
こ
れ

ま
で
協
働
の
精
神
の
も
と
、
先

人
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
村
の

地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

村
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
、

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
心
掛
け
て
き
た
。
県
内

で
も
い
ち
早
く
子
育
て
支
援
住

宅
の
設
置
や
保
育
料
の
完
全
無

料
化
、
各
種
奨
学
金
の
充
実
な

ど
の
政
策
を
進
め
て
い
る
。
若

者
定
住
に
関
し
て
の
住
宅
施
策

は
需
要
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い

る
の
で
十
分
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
季
の
里
地
区
に
ま
だ
2

区
画
の
残
地
が
あ
り
、
分
譲
に

こ
だ
わ
ら
ず
村
営
住
宅
の
建
築

も
検
討
す
る
。
ま
た
、
空
き
家

も
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
そ

れ
も
土
地
所
有
者
と
連
携
し
て

活
用
し
た
い
。
買
い
手
は
低
コ

ス
ト
で
宅
地
を
取
得
で
き
、
売

り
手
は
処
分
で
き
る
と
い
う
互

い
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
仕
組
み

を
作
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

村
内
定
住
希
望
者
に
情
報
提
供

で
き
る
仕
組
み
も
作
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

問
２　

定
住
、
子
育
て
等
の
施

策
は
よ
い
が
実
を
結
ん
で
い
な

い
。
P
R
が
足
り
な
い
の
で

は
？

答
２　

定
住
に
興
味
の
あ
る
若

者
に
呼
び
掛
け
て
一
同
に
会
し

て
団
地
、
分
譲
地
、
住
宅
、
空

き
家
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
相

談
を
一
手
に
で
き
る
会
を
開
き

た
い
。

　

人
口
を
増
や
す
の
は
難
し
い

が
、
減
ら
す
の
を
緩
や
か
に
な

る
よ
う
に
し
た
い
。

　

ま
た
、
大
蔵
村
単
独
で
住
宅

を
整
備
す
れ
ば
入
居
者
の
所
得

制
限
が
な
く
な
る
。
分
譲
地
を

作
れ
ば
、
様
々
な
補
助
金
を
使

え
ば
か
な
り
安
く
土
地
が
得
ら

れ
る
。
村
単
独
で
住
宅
関
連
政

策
を
進
め
て
い
く
。

斉
藤
　
光
雄 

議
員

問
４　

予
定
地
の
⑯
筆
の
⑩
筆

は
す
で
に
所
有
権
が
大
蔵
村
に

移
転
し
、
７
月
26
日
の
臨
時
議

会
前
日
に
地
権
者
に
土
地
代
金

が
支
払
い
済
み
。　
　

　

土
地
の
周
辺
の
環
境
調
査
、

地
質
調
査
も
行
わ
ず
購
入
し
た

の
か
。

　

ま
た
、
建
物
１
件
と
土
地
３

件
の
筆
数
分
の
土
地
に
つ
い

て
（
地
権
者
が
安
く
て
売
ら
な

い
と
言
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
る

が
）、
１
件
大
蔵
省
名
義
の
移

転
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
４　

３
月
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
、
当
初
予
算
１
千
５
百
万

円
の
中
か
ら
７
月
25
日
に
土
地

代
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
。

　

補
償
費
１
千
７
百
７
十
万
円

は
、
建
物
補
償
費
・
墓
地
補
償

費
・
立
木
補
償
費
で
有
り
、
建

物
の
権
利
者
と
１
千
５
百
万
円

で
交
渉
が
成
立
。

　

墓
地
補
償
費
２
百
５
十
万
円
、

立
木
補
償
費
２
十
万
円
。

　

地
質
調
査
に
つ
い
て
は
、
庁

舎
配
置
が
あ
る
程
度
確
定
後
に
。

　

大
蔵
省
名
義
の
土
地
つ
い
て

は
、
業
務
委
託
先
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
が
該
当
地
を
図
面

化
、
境
界
確
定
後
に
山
形
財
務

事
務
所
と
確
認
後
に
契
約
。

問
５　

購
入
地
に
墓
地
が
存
在

し
ま
す
、
一
般
的
に
民
地
に
墓

地
が
存
在
す
る
こ
と
は
無
い
と

認
識
し
て
い
る
が
。
ま
た
墓
の

移
転
費
用
も
含
ん
で
の
購
入
か
。

答
５　

個
人
所
有
地
の
墓
地
に

関
し
、
現
在
は
禁
止
で
あ
る
が
、

相
続
等
で
の
承
継
は
引
き
続
き

使
用
可
能
で
例
外
的
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。

　

墓
地
の
補
償
費
は
、
７
月
臨

時
会
可
決
後
の
補
正
予
算
を
充

て
て
い
る
。

問
６　

新
庁
舎
建
設
に
よ
り
内

水
に
な
る
事
は
無
い
と
、
断
言

し
た
。

　

防
災
訓
練
の
際
、
作
の
巻
の

排
水
ポ
ン
プ
設
備
を
見
て
、
合

海
・
清
水
に
お
い
て
到
底
排
出

で
き
る
数
で
は
、
無
い
と
認
識

し
た
。
こ
こ
数
年
で
田
ん
ぼ
ダ

ム
減
少
が
著
し
く
、
農
地
転
用

が
行
わ
れ
、
不
動
産
の
仕
事
も

経
験
し
、
こ
ん
な
に
簡
単
に
転

問
１　

庁
舎
建
設
予
定
地
周
辺

は
，
地
域
の
鎮
魂
、
慰
霊
の
場

で
あ
り
、
ま
た
火
葬
場
が
以
前

に
存
在
し
無
縁
仏
の
他
、
周
辺

は
軟
弱
地
盤
で
、
人
柱
に
つ
い

て
先
人
の
方
々
よ
り
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
合
海
地
域
に
禍
が

及
ぶ
事
は
無
い
か
心
配
し
て
い

る
。
な
ぜ
、
こ
の
地
と
決
め
た

の
か
。　
　

答
１　
一
つ
一
つ
の
段
階
を
踏

み
、
各
方
面
の
代
表
者
か
ら
、

度
重
な
る
検
討
を
い
た
だ
き
決

定
し
た
。

問
２　

盛
土
材
は
、
国
交
省
よ

り
、
最
上
川
の
河
道
掘
削
に
よ

る
残
土
処
分
の
相
談
を
受
け
て

の
こ
と
か
。

答
２　

残
土
処
分
の
話
は
受
け

て
い
な
い
。
必
要
が
あ
れ
ば
土

砂
を
い
た
だ
き
た
い
。

問
３　

村
道
合
海
・
大
坪
線
の

カ
ー
ブ
付
近
が
出
入
り
口
で
交

通
の
惨
禍
を
招
き
か
ね
な
い
の

で
は
。

答
３　

交
通
の
支
障
、
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
検
討
し
、
庁
舎

建
設
に
関
し
漏
れ
な
く
相
談
し
、

又
設
計
業
者
と
議
員
と
の
会
談

も
視
野
に
入
れ
開
示
し
て
行
く

所
存
。

庁
舎
建
設
は
誰
の
た
め
か

村
長  

開
示
し
、し
っ
か
り
検
討
す
る

用
さ
れ
る
こ
と
が
不
思
議
で
あ

る
。
地
区
民
は
水
上
が
り
な
ど

予
定
し
て
い
な
い
。
以
前
住
ん

で
い
た
、
役
場
職
員
の
方
も
、

こ
の
村
を
去
り
清
水
・
合
海
地

区
の
魅
力
が
無
く
な
っ
た
と
感

じ
、
経
過
説
明
会
で
内
水
対
策

を
同
時
に
進
め
て
行
く
と
言
っ

て
も
ら
い
、
本
当
の
意
味
で
の

安
心
安
全
に
繋
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
６　

役
場
庁
舎
建
設
が
内

水
を
招
く
こ
と
が
無
い
と
、
別

に
考
え
て
も
ら
い
大
蔵
村
に

合
っ
た
内
水
施
設
整
備
が
出

来
る
様
、
村
が
一
生
懸
命
と
な

り
、
村
独
自
で
の
施
設
整
備
の

先
行
も
考
え
、
国
・
県
へ
の
補

助
金
に
つ
い
て
働
き
か
け
を

摸
索
し
て
行
く
。

QRコードで役場庁舎建
設予定地が見る事がで
きます。

一
般
質
問

一
般
質
問



　コロナウイルスも5類に移行し、8月30日から31日の日程で4年ぶりに村長、議員10名で本
県選出、加藤鮎子衆議院議員、舟山康江、芳賀道也参議院議員を訪問し、村に係る公共事業の
予算確保などのお願いに上京しました。
　内容は、平成27年に山形県へ移管された四ヶ村地区の集水井、集水ボーリングなど地すべ
り対策施設は、県の財源の不足によりほとんど維持管理されておらず、近年頻発する大雨災害
に対し不安を感じているため、地すべり対策施設の維持
管理予算の拡大。
　次に、農業農村整備の予算確保や中山間地域の持続可
能な農業への支援、農産物の適正な価格形成の実現など、
資材、燃料などの価格の高騰が続いている現状で生産者
の所得向上が実現できるような支援。
　また、御法川信英衆議院議員(秋田、元国土交通副大臣)
へ、近年各地で豪雨による被害が頻発していることから
最上川中流直轄河川の整備促進、治水事業予算の大幅確
保や白須賀堤防の嵩上げおよび作の巻堤防補強など強く
お願いしてきました。
　31日は、国土交通省草野愼一砂防部長を訪問し、地す
べり国直轄事業として昭和37年から53年間総事業費188
億円を投じ、地域住民の安全・安心に繋げていただいた
ことに感謝を伝え、地すべり対策施設の機能・性能確保
のための維持管理予算拡大を強く要望してきました。

　
盛
岡
の
保
育

園
で
は
小
学
校

に
入
学
す
る
前

に
、
和
式
ト
イ

レ
の
練
習
を
す
る
と
か
。
な
ぜ
な
ら
、
洋

式
ト
イ
レ
で
な
い
た
め
で
、
普
通
に
考
え

れ
ば
改
修
す
れ
ば
良
い
と
考
え
る
が
、
学

校
自
体
が
古
く
て
、
他
の
改
修
が
多
く
出

来
な
い
と
の
事
で
あ
る
。
取
材
し
た
若
い

記
者
が
試
し
に
し
ゃ
が
ん
で
み
る
と
未

経
験
の
為
転
ん
で
い
た
。「
え
っ
」と
驚
い

て
し
ま
う
。
か
つ
て
日
本
人
が
お
産
を
す

る
と
き
は
安
産
が
多
か
っ
た
そ
う
で
、
理

由
は
和
式
ト
イ
レ
利
用
の
為
、
力
み
が
上

手
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
年
老
い
て
足

腰
が
弱
く
な
り
、
和
式
は
敬
遠
し
て
し
ま

う
こ
の
頃
。
若
い
人
た
ち
は
使
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
孫
が
缶
切
り
の
使
い
方

が
わ
か
ら
な
い
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
。

今
の
缶
詰
は
引
っ
張
れ
ば
す
ぐ
に
開
け

ら
れ
る
。
昔
と
い
え
ど
も
数
十
年
前
の
常

識
が
今
は
通
用
し
な
い
。
何
故
か
寂
し
さ

を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。
昔
を
懐
か
し
み
な

が
ら
、
子
ど
も
達
に
昔
話
を
読
み
聞
か
せ

て
い
る
。
こ
れ
は「
ば
あ
ば
」の
役
目
で
あ

る
と
信
じ
て
。	

（
早
坂
民
奈
）
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